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核
融
合
科
学
研
究
所
は
四
月
九
日
に
記
者

会
見
を
開
催
し
て
、
研
究
所
が
将
来
の
核
融

合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
現
を
目
指
し
て
推
進
し

て
い
る
三
つ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
大
型

ヘ
リ
カ
ル
装
置
（
L
H
D
）
計
画
、
数
値
実

験
研
究
、
核
融
合
工
学
研
究
〜
に
つ
い
て
、

昨
年
度
に
得
ら
れ
た

研
究
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

L
H
D
で
は
、
こ

れ
ま
で
で
最
高
の
八

五
〇
〇
万
度
の
イ
オ

ン
温
度
を
達
成
し
ま

し
た
。
数
値
実
験
研

究
で
は
、
L
H
D
の

プ
ラ
ズ
マ
中
に
現
れ

る
乱
れ
を
ス
ー
パ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
再

現
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
、
プ
ラ
ズ
マ

を
安
定
し
て
閉
じ
込

め
る
研
究
が
進
展
し

て
い
ま
す
。
核
融
合

工
学
研
究
で
は
、
高

温
超
伝
導
の
新
し
い

導
体
で
、
世
界
最
大

と
な
る
六
万
ア
ン
ペ

ア
の
通
電
に
成
功
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
の
詳
細
は
、
全
国
の

研
究
者
が
集
ま
っ
て
四
月
一
〇
日
〜
一
二
日

に
開
催
さ
れ
た
成
果
報
告
会
で
報
告
さ
れ
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
熱
心
な
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

核
融
合
発
電
の
実
現
に
向
け
て
研
究
が
さ
ら
に
前
進

〜
平
成
24
年
度
に
得
ら
れ
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
発
表
〜

成果報告会の様子

スーパーコンピュータ
の計算結果

ミツバツツジ

自然科学研究機構　核融合科学研究所　（総合研究大学院大学　核融合科学専攻）
住所　〒509-5292 土岐市下石町　電話　0572-58-2222　見学も随時受け付けています
ホームページ　http://www.nifs.ac.jp/　メール　nifs@nifs.ac.jp
「プラズマくんだより」のバックナンバーは http://www.nifs.ac.jp/plasmakun_news/ で
ご覧いただけます 

　最近の進展の著しい核融合研究について広く知ってもらうため、5月3日（金・祝）に東京お
台場の日本科学未来館で科学イベントを開催します。講演会やパネル・模型展示に加えて、科
学実験や科学工作教室など、楽しみながら科学や核融合が身近に感じられるイベントをたくさ
ん用意しています。講演会では、宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）の國中 均教授をお迎えし、
特別講演「新機軸イオンエンジンが拓く はやぶさ１号/２号 小惑星探査」を企画しました。皆
様のお越しをお待ちしています。
　詳細は　http://www.nifs.ac.jp/welcome/tokyo2013/　まで

Fusionフェスタin Tokyo 2013　～ 核融合！未来を創るエネルギー ～Fusionフェスタin Tokyo 2013　～ 核融合！未来を創るエネルギー ～Fusionフェスタin Tokyo 2013　～ 核融合！未来を創るエネルギー ～Fusionフェスタin Tokyo 2013　～ 核融合！未来を創るエネルギー ～
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「プ
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瓶
ビ
ー
ル
と
缶
ビ
ー
ル
、

環
境
に
優
し
い
の
は
ど
っ
ち
？

　

こ
れ
か
ら
ビ
ー
ル
が
お
い
し
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
ね
。
そ
こ
で
質
問
で
す
。
瓶（
び

ん
）ビ
ー
ル
と
缶
ビ
ー
ル
、容
器
の
材
質
が
違
い
ま
す
が
、ど
ち
ら
が
環
境
に
優
し
い
で
し
ょ

う
か
？

　

ビ
ー
ル
瓶
は
、
洗
浄
し
て
繰
り
返
し
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
リ
ユ
ー
ス
（
再

使
用
）
と
言
い
ま
す
。
一
方
、
缶
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で
で
き
て
い
て
、
回
収
し
た
缶
を
溶

か
し
て
再
び
新
し
い
缶
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
ち
ら
は
リ
サ
イ
ク
ル
と
言
い
ま
す
。

さ
て
、
ど
ち
ら
が
エ
コ
で
、
環
境
に
か
け
る
負
荷
が
小
さ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

日
本
で
は
、
ビ
ー
ル
瓶
の
回
収
率
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
%
で
、
平
均
使
用
回
数
は
二
五
回
を

超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
ミ
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
も
九
〇
%
を
超
え
て
い
ま
す
。
海

外
で
は
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
率
が
五
〇
%
前
後
の
国
が
多
い
中
、日
本
は
環
境
先
進
国
と
言
っ

て
も
良
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
敢
え
て
ど
ち
ら
が

エ
コ
か
、
五
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
容
器
の
一
本
（
一

回
使
用
）
あ
た
り
の
C
O
2
排
出
量
で
比
較
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
す
る
と
、
瓶
が
六
二
グ
ラ
ム
、
缶
が
九

三
グ
ラ
ム
（
缶
は
リ
サ
イ
ク
ル
率
一
〇
〇
%
と
し
て

計
算
）
と
な
り
、
瓶
の
方
が
エ
コ
と
い
う
結
果
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
で
は
缶
が
主
流
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
瓶
を
見
直
そ
う
と
い
う
動
き

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
、大
事
な
問
題
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

も
し
、
リ
ユ
ー
ス
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
し
な
か
っ
た
ら

ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
？　

そ
の
時
、
瓶
が
四
六
六

グ
ラ
ム
、
缶
が
二
五
八
グ
ラ
ム
と
C
O
2
排
出
量
が

ぐ
ん
と
増
え
ま
す
。
そ
う
で
す
、
リ
ユ
ー
ス
も
リ
サ

イ
ク
ル
も
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

参考：環境省 平成 16年度容器包装ライフサイクル・
アセスメントに係る調査事業報告書 
http://www.env.go.jp/recycle/yoki/c_3_report/

地球温暖化、異常気象、食料危機、資源枯渇と、地球は多くの問題を抱えているよね
いま、ぼくたちのできることを考えてみよう

あしたの地球　テラ・ストーリーあしたの地球　テラ・ストーリーあしたの地球　テラ・ストーリーあしたの地球　テラ・ストーリー



ふゅーじょん

　核融合の研究は多くの国や地域で行われています。ドイツのマックス
プランク・プラズマ物理研究所では、核融合発電の基礎となるプラズマ
物理や材料などの工学研究が行われています。これまでミュンヘン近郊
で研究が進められてきましたが、大型ヘリカル装置（LHD）と同じ規模
のヘリカル型装置ヴェンデルシュタイン7-X（W7-X）という超伝導プ
ラズマ実験装置を建設するため、ドイツの北東部、バルト海に面する人
口約5万人のグライフスヴァルトという都市に、研究所を1994年に開
設しました。
　W7-XはLHDと同じヘリカル型装置で、図２に示すような変わった
形の超伝導コイルを組み合わせて、プラズマを閉じ込める磁力線のカゴ
を作ることが特徴です。ドーナツ形のプラズマの直径は10mほどあり、
プラズマの断面の形状が場所により異なるなど、複雑な構造をした装置です。建設は順調に進ん
でおり、2015年から実験を開始する予定です。W7-Xは高い性能のプラズマが期待されているた
め、LHDの良きライバルになるでしょう。

ープラズマ・核融合ミニミニ辞典ー
ドイツで建設が進むヘリカル型の超伝導プラズマ実験装置
2015年の実験開始を目指して

図１　マックスプランク・プ
ラズマ物理研究所の場所

図２　ヴェンデルシュタイン7-X（W7-X）
（青い部分が超伝導コイル、黄色の部分がプラズマ）

ⒸMax-Planck Institut für Plasmaphysik
図３　W7-Xの建設風景

ⒸMax-Planck-Institut für Plasmaphysik, Tino Schulz

LHDと同規模のヘリカル型装置ヴェンデルシュタ
イン 7Xはドイツのなんという街に建設中でしょう
か？ A 　フランケンシュタイン

B 　グライフスヴァルト　
C　 ノイシュバンシュタイン

　正解者の中から抽選で10名様にプラズマくんグッズ（定規
new、消せる蛍光ペン、シャープペンシル、ストラップ）を
プレゼントします。解答、お名前、ご住所、よろしければ記
事に対するご意見・ご感想もご記入の上、メールまたはハガ
キ（広報室宛）にてご応募ください。
　　　送付先:nifs@nifs.ac.jp（締切5月31日）
　　　（正解は次号とホームページ上で）
　2月号の正解は「C 電磁波」でした。たくさんのご応募あり
がとうございました。

クイズDEプラズマ博士

　大型ヘリカル装置（LHD）は、ただ今メンテナンスの真っ最中。
今年の秋に予定されている本年度のプラズマ実験に向けて、実験機
器の改造や増強も行われています。プラズマ加熱機器の増強もその
一つ。現在、電波によりプラズマを加熱するためのアンテナを新た
に取り付ける整備を進めています
　LHDでは、超伝導磁石が作る磁場のカゴの中にプラズマを閉じ
込めて、壁に触らないように宙に浮かしています。そのプラズマを
外部から加熱して、数千万度以上の高温にするため、プラズマを加
熱する機器を増強することは、プラズマの高性能化に向けてとても
重要です。プラズマ中ではイオンと電子が自由に飛び回っています
が、FMラジオ放送に使われている周波数が数10メガヘルツの電
波をプラズマに放射すると、イオンを加熱することができます。
　ラジオではアンテナを用いて電波を受信しますが、プラズマ加熱
では、プラズマの近くにアンテナを設置して、そこから電波をプラ
ズマに放射します。プラズマを効率よく加熱してその温度を高める
ためには、アンテナの性能は重要です。本年度の実験に向けて、写
真に示すようなアンテナを2本準備しています。従来のアンテナよ
りも大きな電力をプラズマに放射できるよう設計し、これにより、
イオンの温度を上げたり、１時間という長い時間にわたって連続してプラズマを加熱することを
目指します。
　この新しいアンテナ2本の製作も終わり、6月頃にLHDの真空容器の中に設置する予定です。
9月下旬から始まる予定の本年度のプラズマ実験では、このアンテナによるプラズマ加熱実験が
楽しみです。

新しいプラズマ加熱アンテナを整備中
―FMラジオ周波数の電波でイオンを加熱―
新
―

LHD NOW

FMラジオ周波数の電波でプラズ
マを加熱するためのアンテナ
6月ごろにLHDの中に設置予定

ナ　ウ

アンテナ

研究所の永岡賢一助教が、「プラズマ中の粒
子の流れを観測し、プラズマを高温に保つ方
法を解明した」として、本年度の文部科学大
臣表彰若手科学者賞を受賞しました。永岡さ
んは、「受賞対象となった研究を支援してい
ただいた共同研究者の皆さんに感謝していま
す。」と語り、「もっともっとプラズマのこと
を理解したい。」と抱負を述べました。今後
のさらなる活躍が期待されます。

プラズマを高温に保つ方法を解明！
若手研究者が文部科学大臣から表彰
プ
若

プラズマにゅーす

写真は、研究所の敷地内に
ひっそりと自生するシデコブ
シです。自生のシデコブシは
東海地方の限られた場所にし
かなく、絶滅の心配もされて
います。昨年は花が咲かず、
また老木であることからとて
も心配しました。でも、今年
はたくさんのつぼみをつけ、
花が咲いてくれました。

研究所の中や周りの自然を紹介するね
いろいろな生き物が暮らしているんだよ
研究
いろ

さんぽみち
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